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学位論文内容の要旨

  田中舘愛橘は、日本人最初の本格的な物理学教授である。彼は、19世紀から20世紀初頭
にかけて25年にわたりその地位にあって物理学の研究・教育に努めた、日本の物理学草創
期のキーバーソンである。本研究の目的は、田中舘の学問的レベルはどのようなものであ

ったかを、当時の世界的研究動向のなかで、田中舘の研究に則して明らかにすることであ
る 。 こ う し た 観 点 か ら の 田 中 舘 研 究 は こ れ ま で 行 わ れ て 来 な か っ た 。

  本研究の考察の対象として、田中舘の壮年期に行われた、実験物理学及び地球物理学の
研究をとりあげた。実験物理学研究の背景として、当時イギリスから日本に移植された、
電磁気の精密測定を中心とする実験物理学に注目し、イギリス本国での成立事情にまで遡

って検討した。地球物理学研究については、19世紀末から20世紀初頭にかけて、地磁気学
における観測のめざましい発展とそれに基づく新しい研究動向（鉛直電流、非双極子磁

場）に注目した。
  日本科学史からの視点として、田中舘の研究の社会的背景に留意する必要がある。彼の
研究の出発点の1つ、重力・地磁気測定は、近代国家形成の事業という背景をもつ。さら

に、彼が中心的役割を果たした震災予防調査会と航空研究所は、いずれも社会的・国家的
要 請 と 強 く 結 び つ い た 、 当 時 の 科 学 の ピ ッ グ ・ プ ロ ジ ェ ク トで あ っ た。

  本研究が利用した基本資料の第1群は、現在、岩手県二戸市歴史民俗資料館に所蔵され
ている、田中舘の日記、論文草稿、実験丿ート、フイールド・丿ート、講義受講ノート、
書簡、写真等の一次資料、田中舘の参加した科学の国際組織の会議資料であり、第2群は、

外国の研究機関（Carnegie Institution of Washington，Department.of Terrestrial Ma
gnetism，GeoForschungs Zentram Potsdam，Glasgow大学、Cambridge大学）に保存された

基礎資料、すなわち田中舘の交流相手の研究者の資料、田中舘の師事した研究者の資料、
田中舘の送った論文、写真、国際組織の資料、等である。
  これらの基礎資料の分析から明らかになったことは、第1に田中舘の実験的研究のプロ

セス（Electromagnetic Declinometer等電磁気の精密測定機器の開発）であり、第2に田
中舘のお雇い外国人教師Ewingとの密接な師弟関係（Electromagnetic Declinometerについ
ての論文発表、留学、研究）であり、第3にCarnegie Institution of Washington，Depa
rtment of Terrestrial Magnetism、とくに当時部長で地磁気研究の国際的リーダ―であっ

たL.A．Bauerと田中舘の研究交流（主に非双極子磁場の問題）であり、第4に田中舘が万国
測地学協会（1898，1903）、国際学術研究会議創立（1919）等に際して、日本の科学の国際
的な地位向上を目指して活躍したことであり、第5に田中舘の地球物理学、震災予防調査
会、航空研究所、度量衡等に関する活躍である。

本研究の結論は、以下のとおりである。
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  田中舘の行った研究の意義は、まず実験物理学・地磁気学の双方で当時の国際水準を達
成し、欧米の科学者とほほ互角の議論が展開でき、国際的評価を受けるような研究であっ
た。彼の開発したElectromagnetic Declinometerは、地磁気測定法の分野で世界的に見て
一歩先んじた業績であった。電磁気的方法を導入することで、Gauss以来の地磁気測定法を
革新した。これは、お雇い外国人教師の手で移入された、当時のイギリス先端物理学、す
なわち電気の精密測定を中心とする実験物理学をいち早くマスターし、地磁気測定法のオ
リジナルな研究へ発展させたものである。さらに、地磁気研究では、日本の地磁気測量を
行い、その結果をもとに当時の最先端の理論的研究（鉛直電流、地磁気の高度依存性、非
双極子磁場）に取り組んた。彼のアプローチは当時の欧米の科学者と異なる独自のもので
あり、注目された。特に、非双極子磁場という新しい概念をもとに、大規模な地磁気異常
の原因は、地球深部にあるという新しい理解を数学的解析により裏付けた。以上のような
点で、5年後の後輩長岡半太郎の原子モデルの業績の峰に連なる業績といえる。
  第2に、科学者として、地球物理学や航空の基礎研究に従事しながら、研究体制づくり
に貢献した。その点で、研究者の内実を伴わなかった科学行政官山川健次郎と研究に専念
できた長岡半太郎との間にあって、田中舘はその過渡的役割をみごとにこなした。
  第3に、教育面では、中村清二、今村明恒、寺田寅彦等、物理学・地球物理学のすぐれ
た研究者を育てた。また、1890年代の早い時期からMaxwellの電磁気学の講義を行ったこと
でも有名である。
  第4に、国際交流では、19世紀末より種々の国際会議に出席し、例えば木村栄のような
日本人科学者が国際舞台で活躍できるよう尽カした。

  こ れ に 対 し て 、 田 中 舘 の研 究 の 限 界 は 、 次 の よう に指 摘で きる 。
  第1に、研究の関心が地磁気から航空に途中で変化したため、まとまった業績が残せな
かった。
  第2に、震災予防調査会、航空、度量衡等で行政的な仕事が負担になった。国際交流で
も、日本としての国際共同事業への参加など行政的仕事優先になり、自分の研究内容の交
流はおろそかになった。これは、日本人最初の物理学教授としての宿命てあった。
  第3に、田中舘がとくにカを注いた地磁気学は、当時、独自の専門分野形成期にあり、
本格的な発展は第二次世界大戦後であったため、画期的な研究は残せなかったのである。

  これまで田中舘について、本格的な科学史研究といえるものはなかった。本研究によっ
て、田中舘の科学的業績及び限界が明らかにされ、日本の物理学研究の草創期についての
歴史的研究が大きく前進したといえる。
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学位論文審査の要旨

    学位論文題名

Aikitu Tanakadate and the Beginning

    of Physical ResearcheslnJapan

    （田中舘愛橘と日本の物理学研究の草創）

近年、日本における物理学研究の歴史的発展過程に対する関心が世界的に高まっている。
そうした状況にも関わらず、日本の物理学草創期のキーパーソンである田中舘愛橘の物理
学研究についての科学史的分析は不十分なままにとどまっていた。田中舘の物理学研究に
ついての既存の評価は、弟子たちによる回想的なものであり、歴史的を背景を踏まえてお
らず、また資料的な裏づけも不十分であった。
本論文は、このような状況にある田中舘愛橘の物理学研究についての科学史的分析を大き
く発展させるぺく、田中舘の研究のレベルや研究の意義を地磁気学分野を中心にして、当
時の世界的研究動向との関連にも十分な顧慮を払い、かつ、田中舘に関する国内外の第一
次 資 料 に 基 づ い て 実 証 的 に 、 明 ら か に し よ う と し た も の で あ る 。
本研究が使用した第ー次資料は、(1)学術雑誌をどに公刊された田中舘の研究論文のほか、
(2)岩手県二戸市歴史民俗資料館に所蔵されている、田中舘の日言ふ論文草稿、実験ノー
ト、フイールド・ノート、書簡、田中舘の参加した国際科学組織の会議資料(3) Carnegie
Institution of Washington，GeoForschungs Zentram Potsdam，Glasgow Universityヽ
Cambridge Universityなど外国の研究機関に保存されている、田中舘が研究交流してい
た相手側研究者の資料、国際組織の資料など、である。
これら第一次資料のうち特に(2)と(3)は、(a)田中舘の実験的研究のプロセス
(electromagnetic declinometerな掛青密測定機器の開発のプロセス）のお雇い外国
人教師Ewingとの研究ヒの密接な師弟関係(electromagnetic declinometerに関して）
(c) Carnegie Institution of WashingtonのDepartment of Terrestrial MagneUsmの部
長の地位にあり、当時の地磁気研究の国際的リーダーであったL．A． Bauerとの研究上
の交流（主に非双極子磁場の問題をめぐって）に関して新しい事実を明らかにするもの
であった。
本研究は、上記の第一次資料に基づいて、田中舘の研究業績に関し、次のようを科学史学
上の新知見をもたらした。
(．A）地磁気の測定機器に関して。当時の地磁気偏角の測定法は、磁針だけを地球磁場内に
置いて方向を読みとるものであったのに対し、田中舘は、電磁気的方法を導入した
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elech-omagnetic declinometerを考案した。それは、地球磁場に、コイルによる外部磁
場を加えることで、磁場の方向をより迅速かつ精密に読みとろうとするもので、当時、電
流の精密測定がネヅクにをって地磁気測定への電磁気的方法の導入が遅れていたが、田中
舘は零点法に着目してこの技術上の困難を克服した。彼の開発したelectromagnetlc
declinometerは、地磁気測定法の分野で世界的に見て一歩先んじた業績であり、Gauss
以来の地磁気測定法を革新するものであった。それは、地磁気の日変化の測定を意図して
考案されたものでもあり、当時の地磁気の理論面での動向と密接に関係したものであった。
また、明治初期における日本の物理学研究の立ち上がりとの関係で言えぱ、田中舘の
electromagne伍cdechnometerは、お雇い外国人教師の手で移入された当時最先端の物
理学（電気の精密測定を中心とする実験物理学）を田中舘がいち早くマス夕一し、それを
地磁気測定 法のオリジ ナルな研究へと発展させたことを示すものである。
＄）地磁気の理論的研究に関して。田中舘は従来、日本の地磁気測量を行ない地磁気デ一
夕の集積に貢献したという点のみにおいて評価されてきた。しかし、実際には、日本につ
いての地磁気測量の結果をもとに、当時の最先端の理論的研究（鉛直電流、地磁気の高度
依存性、非双極子磁場）にも取り組んでいた。地球磁場にポテンシャルをもたない部分が
あるという鉛直電流の仮説は、地磁気のヌカニズムの問題として、大きな議論を呼ぴ起こ
していた。当時一般には、そのようを電流が存在するか否かという議論が主流であったの
に対し、田中舘は電流を計算する方法自体、とくに、当時としては十分に正確と思われて
いた各国ごとの地磁気測量デ一夕に基づいた計算を批判的に検討し、その問題点を指摘し
た。田中舘はさらに、地磁気および鑓臓強渓常の原因に注目した。そしてそれら原因の位
置や強度を推定するため、ある一国の地磁気測量というローカルなデータから解析するこ
とのできる、地磁気の高度依存性の公式を利用した独自の方法を考案した。当時は現在と
違い地球全体の観測データが不完全であり、グローバルなデータから地球全体の地磁気分
布を精密に記述することが難しかった、という時代的な制約を田中舘はこのようにして巧
みに避けたのである。田中舘は最先端の理論的研究に取り組んでいたのであるが、そのと
きの彼のアプローチは、当時の欧米の科学者と異なる独自のものであり、世界的に注目さ
れた。特に、大規模な地磁気異常の原因は地球深部にあるという新しい見解を、非双極子
磁場という新しい概念をもとに数学的解析により裏づけた点は注目されるべきである。
これを要するに、著者は本研究において、田中舘の研究が実験物理学・地磁気学において
当時の国際水準を達成したものであり、欧米の科学者とほぽ互角の議論が展開でき国際的
評価を受けるような研究であったこと、そして非双極子磁場の概念に基づく地磁気異常の
考察は、長岡半太郎の原子モデルの業績の峰に連なるような、日本の物理学界の草創期に
おける理論面での貢献であったことを明らかにし、近代日本における物理学研究の歴史的
発展過程に対し重要な新知見を加えており、物理学史研究に対し貢献するところ大である。
よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。


